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取扱説明書

タイプ 3280、3285

1 取扱説明書
取扱説明書は本機のライフサイクル全体について説明しています。本説明書はすべてのユーザーの手の届く所に
保管し、また、本機の新しい所有者が利用できるようにしておいてください。

安全に関する重要な情報。

	▶ 本説明書をよくお読みください。

	▶ 安全注意事項、適正使用および使用条件を遵守してください。

	▶ 本機を使用する者は本説明書をよく読んで理解する必要があります。

1.1 表記

危険！

直接的危険性についての警告！

	▶ 遵守しない場合、死亡または重傷を負う可能性があります。

警告！

危険な状況に陥る可能性についての警告！

	▶ 遵守しない場合、重傷を負う、または死亡する可能性があります。	

注意！

潜在的危険性についての警告！

	▶ 遵守しない場合、軽症または中程度の傷害を負う可能性があります。	

注記！	
物的損害についての警告！

•	 遵守しない場合、装置やシステムが損傷する可能性があります。	

重要な追加情報、ヒントおよび推薦事項を示します。

本取扱説明書あるいは他の文書の情報の参照指示です。

	▶ は記念を避けるために遵守する必要のある指示です。

	→実行する必要のある作業手順を示します。

1.2 装置の定義
本説明書で使用される「装置」という用語は常にタイプ	3280と3285の2ウェイモーターバルブを表します。	

日本語
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適正使用

タイプ 3280、3285

2 適正使用

装置を適切に使用しない場合、人、周囲のシステムおよび環境に危険が及ぶ可能性があります。

タイプ 3280と3285の2ウェイモーターバルブは、液体と気体の媒体の流れを制御するよう設計されています。

	▶ 野外での使用は避けてください。

	▶ バブルを直射日光に当てないでください。

	▶ 使用に際しては、契約書と取扱説明書に明記されている許容データ、稼働・使用条件を遵守してください。

装置

	▶ Bürkertが推奨する、もしくは承認する場合にのみ、他社の装置やコンポーネントと組み合わせて使用してく
ださい。

	▶ 必ず完全な状態で使用し、適切な保管、輸送、据付け、操作に注意してください。

	▶ 必ず適切に使用してください。
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基本的な安全注意事項

タイプ 3280、3285

3 基本的な安全注意事項
これらの安全注意事項は以下の点には考慮されていません	

•	 設置、操作およびメンテナンス中に発生する可能性のある偶発事象や発生。

•	 設置担当者や事業者が責任を負っている場所特有の安全規則。

高圧による怪我の危険。

	▶ ラインやバルブを外す前に圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

感電による怪我の危険。

	▶ システムや装置での作業前に電流のスイッチを一度切り、スイッチを入れる前に電圧を確認します。

	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します。

装置表面の高温（長時間のスイッチオン）による火傷や火災の危険。

	▶ 装置を引火性物質や媒体から遠ざけ、素手で触れないようにしてください。

一般的な危険状況。

怪我を防ぐために以下の点に留意してください：

	▶ タイプ	3280と3285は爆発の危険があるエリアで使用しないでください。

	▶ 装置に物理的負荷をかけないでください。

	▶ 装置の内外部を変更しないでください。ハウジング部やネジに塗装をしないでください。

	▶ 強い磁場のある場所ではモーターバルブを使用しないでください。

	▶ 意図しない操作から保護してください。

	▶ 有資格者にのみ設置やメンテナンス作業を行うことができます。

	▶ 電源が遮断された後はプロセスの再起動を制御してください。

	▶ 技術上の一般規則を遵守してください。

注記！	
静電気による危険がある部品およびアセンブリ。

装置には帯電した静電気(ESD)に過敏に反応する電子部品が含まれています。静電気を帯びたスタッフや物品と
の接触はこれらの部品を損傷する恐れがあります。最悪の場合は、部品が直ちに破壊されたり、スタートアップ後
に故障したりします。

•	 急激な静電気の放電による損傷を避ける、あるいは最小限にするために、EN	61340-5-1による要求事項に留
意してください。

•	 電子部品を電力供給時に接触させないでください。
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一般注意事項

タイプ 3280、3285

4 一般注意事項

4.1 連絡先
ドイツ

Bürkert	Fluid	Control	Systems	
Sales	Center	
Christian-Bürkert-Str.	13-17	
D-74653	Ingelfingen	
Tel.		+	49	(0)	7940	–	10	91	111	
Fax		+	49	(0)	7940	–	10	91	448	
E-mail:	info@burkert.com

インターナショナル	
連絡先は印刷された取扱説明書の最後のページに記載されています。

以下のインターネットにも記載されています：

www.burkert.com

4.2 保障
保障の前提条件は、指定された使用条件に留意のうえでの装置の適正使用です。

4.3 インターネット上のインフォメーション
タイプ3280と3285についての取扱説明書とデータシートは以下のインターネットサイトでご覧になれます：

www.buerkert.de	
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製品説明

タイプ 3280、3285

5 製品説明

5.1 所定の使用範囲
タイプ	3280と3285のモーターバルブは、液体と気体の媒体の流れを制御するよう設計されています。ハウジング
やシーリング材に損傷を与えないクリーンな液体や気体の媒体のみ制御することができます。

注記！	
適切でない媒体によるハウジングとシーリングの損傷。

適切でない媒体はハウジングとシーリングに損傷を与える可能性があります。

•	 適切な媒体のみ使用してください。

•	 個別に耐薬品性をチェックしてください。

5.2 特性
流れの調整やバルブの切換えは、統合制御電子回路によって制御されるステップモーター駆動によって行われま
す。そのため、ステップ制御のための外部モーター制御は不要です。

制御電子回路の基本機能：

•	 外部規定値を処理することによってバルブの開度を制御します。

•	 LEDディスプレイを介したバルブ状態の出力。

•	 停電後の位置検出。	
-	停電時には、バルブの現在位置が保持されます。	
-		再度電圧が印加されると、内部制御電子回路が自動的に現在の位置を認識します。

•	 エネルギー消費の削減。	
-		ステップモーターは、バルブを開閉する必要があるときにのみ動力が供給されます。内部ホールドトルクによ
り、ステップモーターは制御時にのみ作動します。残りの時間では、信号入力の変化時にステップモーター、つ
まりモーターバルブを調節または移動するために、制御電子回路のみ基本電圧供給を必要します。

日本語
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製品説明

タイプ 3280、3285

5.3 構造および機能

5.3.1 電動モーターシートバルブ タイプ 3280

バルブスピンドルは、ステップモーターによって駆動されます。モーターの回転運動は、ネジ山付きスピンドルによ
って直線運動に変換されます。バルブスピンドルはネジ山付きスピンドルに堅く連結されています。バルブスピンド
ルはコントロールボールに接続されています。

リニアステップモーター

ハウジング

エラストマーシール

ネジ山付きスピンドル

制御電子回路

バルブスピンドル

コントロールボール

挿図	1:	 電動モーターシートバルブ	タイプ	3280

5.3.2 電動モーターディスクバルブ タイプ 3285

ディスクバルブは、カップリングを介して駆動軸に駆動トルクを伝達するギヤボックス付きのステップモーターで構
成されています。制御/遮断ディスクが駆動軸に接続されています。ハウジングには、バルブシートとして機能するワ
ッシャが挿入されています。制御/遮断ディスクは、ワッシャに押し付けられたバネによって押圧されます。駆動部は、
制御/遮断ディスクを固定ディスク上で約180°回転させ、バルブシートを開閉します。

ギアボックス付きス
テップモーター

カップリング

ハウジング

制御電子回路

ばね
ドライブシャフト

制御/遮断ディスク
固定ディスク

挿図	2:	 電動モーターディスクバルブ	タイプ	3285
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製品説明

タイプ 3280、3285

5.4 装置バージョン

タイプ 名称 シート直径 バージョン
3280 電動モーター2ウェイシート

バルブ
1、1.5、2、3、4、5、6、8、10 標準： •	 開閉

•	 制御バルブ
3285 電動モーター2ウェイディス

クバルブ
8、10、12、15、20、25 ポジションコン

トローラ：
•	 アナログ

•	 デジタル(フィー
ルドバス)

プロセスコント
ローラ：

•	 アナログ

•	 デジタル(フィー
ルドバス)

ポジションコントローラとプロセスコントローラには2つのバージョンがあります：	
-	アナログ：規定値は標準信号によってアナログで送信されます。	
–	デジタル：規定値はCANopen/büSを介してデジタルで送信されます。	
バージョンはコネクターイメージで認識できます。7.2章を参照してください。

5.4.1 電気制御
タイプ	3280と3285のバルブは電気制御の電動モーター駆動式です。

装置バージョンは銘板で認識できます：Gは開閉、0またはHは制御バルブ、Cはポジションコントローラ、D
はプロセスコントローラを意味します。

標準装置：

•	 開閉：外部規定値を処理することにより、バルブが切り替わります。

•	 制御バルブ：装置は、外部標準信号、基準位置をバルブ位置に変換します。

バルブの両端部位置は、LEDステータスによって通知されます。また、バルブ位置に到達すると、デジタル出力を介
して出力されます。

ポジションコントローラ：

ポジションコントローラバージョンは、基準位置をバルブ位置に変換します。駆動位置は基準位置に従って調整され
ます。位置トランスデューサを介して、電動モーターバルブの現在位置(POS)が検出されます。この実際位置は、ポジ
ションコントローラによって標準信号として指定された基準値(CMD)と比較されます。制御差(Xd1)がある場合、モー
ター駆動信号が操作量としてアクチュエータに供給されます。Z1は障害を表します。

日本語
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製品説明

タイプ 3280、3285

ポジションコント
ローラ

位置制御回路

CMD CTRL POS

Z1

POS

バルブ開口

+

Xd1

-

位置トランスデューサ

定常バルブ電動式駆動基準位置

挿図	3:	 ポジションコントローラの信号フロー図

バルブの両端部位置は、LEDステータスによって通知されます。また、位置トランスデューサを介して検出された実
際位置は、円形コネクタ	M12を介して出力されます。CANopen*またはbüS**を介して装置とデジタル通信するこ
とが可能です。

*			CANopen	–	オートメーション技術で装置のネットワークに使用されるCAN（コントローラエリアネットワ
ーク）に基づくフィールドバス。

**	büS	–	追加機能を備えたCANopenに基づくフィールドバス。

ポジションコントローラバージョンには、Bürkertコミュニケーターを使用して設定できる特別な機能(„8.3.1“章を
参照)もあります。

Bürkertコミュニケーターの取扱説明書はwww.buerkert.deでご覧になれます

プロセスコントローラ：

追加的に実装されたPIDコントローラにより、実際の位置制御の他にカスケード制御としてプロセス制御を行うこ
とができます。

日本語
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製品説明

タイプ 3280、3285

ポジションコントローラ

位置制御回路

CMD CTRL POS

Z1

POS

バルブ開口

+

Xd1

-

位置トランスデューサ

定常バルブ電動式駆動基準位置

プロセスコントローラ

位置制御
回路

SP CMD

Z2

PV

プロセスパラメ
ータ

+

Xd2

-

トランスミッタ

プロセス基準位置

バルブ開
口

挿図	4:	 プロセスコントローラの信号フロー図
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製品説明

タイプ 3280、3285

プロセスコントローラは制御回路に統合されています。プロセス設定値とプロセス実際値から、制御パラメータ（PID
コントローラ）を介してバルブの基準位置が計算されます。プロセス設定値は、外部信号によって指定することがで
きます。

プロセス制御では、前述の位置制御が従属補助制御回路になり、カスケード制御が行われます。主制御回路内の
プロセスコントローラにはPID機能があります。プロセス設定値(SP)は規定値として指定され、制御されるプロセス
変数の実際値(PV)と比較されます。位置トランスデューサは、電動モーターリニア駆動部の現在位置(POS)を検出
します。この位置の実際値は、ポジションコントローラによって標準信号として指定された基準値(CMD)と比較さ
れます。制御差（Xd1）がある場合、実際位置(POS)、つまりバルブ開度は、操作量(CTRL)によって変更されます。Z2
は障害を表します。

CANopen*またはbüS**を介して装置とデジタル通信することが可能です。

*			CANopen	–	オートメーション技術で装置のネットワークに使用されるCAN（コントローラエリアネットワ
ーク）に基づくフィールドバス。

**	büS	–	追加機能を備えたCANopenに基づくフィールドバス。

プロセスコントローラバージョンには、Bürkertコミュニケーターを使用して設定できる特別な機能(„8.3.2“章を参
照)もあります。

Bürkertコミュニケーターの取扱説明書はwww.buerkert.deでご覧になれます

日本語
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テクニカルデータ

タイプ 3280、3285

6 テクニカルデータ

6.1 適合性
モーターバルブ	タイプ	3280と3285は、EU適合宣言書に基づいてEU指令に準拠しています（該当する場合）。

6.2 基準
指令への適合性を証明するために適用される基準は、EU型の検査証明書および/あるいはEU適合宣言書で確認す
ることができます（該当する場合）。

6.3 動作条件

警告！

屋外で使用すると誤動作の危険があります。

	▶ 装置を屋外で使用したり、許容温度範囲を超える熱源を使用しないでください。

	▶ 装置を直射日光や湿気から保護してください。

許容温度

	 周囲温度	 	 	 	-10...+60	°C	(ディレーティング曲線に注意。„6.6.1“章を参照)	
-10...+50	°C	タイプ	3280、シート	ø	8...10、ポジションコントローラとプロセスコントローラに
制限

	 媒体温度	 	 	 0...+70	°C

	 	酸素での	
媒体温度	 	 	 0...+60	°C

許容湿度

	 湿度		 	 	 	 	<	95	%、結露なし

許容媒体

	 媒体		 	 	 	 	非侵襲性、純粋で非腐食性の液状および気体状の媒体、ハウジングおよびシーリング材に損
傷を与えない。個別に耐薬品性をチェックしてください(	www.buerkert.deの耐薬品性リスト
を参照)。		
媒体が汚染される場合は、適切な粒子フィルターを接続してください。

制御機能	 	 	 	 	バージョンに応じて、バルブシートは媒体の流れによって閉じます：		
	タイプ	3280：シート下の流入	
タイプ	3285：シート上の流入

機能原理

2 (A)

1 (P)

直動式2ウェイバルブ、モーター駆動、無通電状態持続

日本語
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テクニカルデータ

タイプ 3280、3285

6.4 銘板

3280  X  DN25 EPDM MS 

 

D
-7

46
53

 I
ng

e
lfi

ng
e

n

268611   SN000000
W3ZLT

24 V DC        8 W
NPT 1/4        PN 6 bar

Tamb see manual

タイプ

バルブの電子バージョン

シート直径

注文番号、シリアル番号		

シール材

ハウジング材

周囲温度

電圧、最大消費電力
ライン接続、圧力範囲

挿図	5:	 定格銘板の説明(例)

6.5 機械的データ

材料 タイプ 3280 タイプ 3285

駆動部ハウジング プラスチック部品、黒：PPS	GF40、	
プラスチック部品、無煙炭：PC	GF10

プラスチック部品、黒：PPS	GF40、	
プラスチック部品、無煙炭：PC	GF10、	
媒体接触：PPS	GF40

ハウジング 真鍮(MS)または	
ステンレス鋼(VA)

真鍮(MS)または	
ステンレス鋼(VA)

シーリング材 FKM、NBRまたはEPDM1) FKM、NBRまたはEPDM、	
技術セラミックス

流体領域内の	
他の材料

ステンレス鋼(VA)	 ステンレス鋼(VA)

1)	 高圧用バージョンの公称直径4	mmでは、シートシールはPEEK製です。

接続

	 タイプ	3280	 	 	 	 G	1/4、G	3/8、G	1/2、NPT	1/4、NPT	3/8、NPT	1/2およびカートリッジ	
	 タイプ	3285	 	 	 	 G	1/2、G	3/4、G	1、NPT	1/2、NPT	3/4またはNPT	1

重量

	 タイプ	3280		 	 	 	 ~0.7	kg	(VAハウジングを含む)	
	 Typ	3285		 	 	 	 	 	シート直径	8～10			 ~0.8	kg	(VAハウジングを含む)	

	シート直径	12～15		 ~1.2	kg	(VAハウジングを含む)	
	シート直径	20	bis	25		 ~1.5	kg	(VAハウジングを含む)

寸法		 	 	 	 	 	 	 データシートを参照

日本語
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テクニカルデータ

タイプ 3280、3285

6.6 電力データ

電力データ
標準 ポジションコントローラ プロセスコントローラ

開閉 制御バルブ アナログ デジタル(フィー
ルドバス)

アナログ デジタル 
(フィールドバス)

接続 円形コネクタ	
(M12	x	1、8ピン)

円形コネクタ	
(M12	x	1、8
ピン)

円形コネクタ	
(M12	x	1、5ピン)

円形コネクタ	
(M12	x	1、8ピン
および	
M12	x	1、5ピン)

円形コネクタ	
(M12	x	1、5ピンお
よび	
M12	x	1、5ピン)

動作電圧 24	V	DC	±10	%	–		
残留リップル	<	10	%

24	V	DC	±10	%	–		
残留リップル	<	10	%

24	V	DC	±10	%	–		
残留リップル	<	10	%

消費電力 タイプ	3280：シート直径
8～10で最大8	W、最大高
圧12	W

タイプ	3280：シート直径8～10で
最大8	W、最大高圧12	W

タイプ	3280：シート直径8～10で最大
8	W、最大高圧12	W

タイプ	3285：最大12	W タイプ	3285：最大12	W タイプ	3285：最大12	W

待機時消費電流 約1	W 約2	W 約2	W

調整時間		
(0～100	%)

タイプ	3280：約2.5秒、設定
「バルブ調整	
速度、通常」の場合、„7.3“
章を参照

タイプ	3280：約2.5秒、設定「バル
ブ調整速度、通常」の場合、„8.3“

章を参照

タイプ	3280：約2.5秒、設定「バルブ調
整速度、通常」の場合、„8.3“章を参照

タイプ	3285：約4秒、設定「
バルブ調整	
速度、通常」の場合、„7.3“
章を参照

タイプ	3285：約4秒、設定「バルブ
調整速度、通常」の場合、„8.3“章

を参照

タイプ	3285：約4秒、設定「バルブ調整
速度、通常」の場合、„8.3“章を参照

アナログ入力(基
準値入力)

- 4...20	mAま
たは0...10	V(
調整可、„7.3“
章を参照)あ
るいはPWM
信号(800	Hz)

0...20	mA、	
4...20	mA、	
0...5	Vまたは
0...10	V、„8.3“
章を参照

- 0...20	mA、	
4...20	mA、	
0...5	Vまたは	
0...10	V、„8.3“章を
参照

-

デジタル入力(基
準値)

0...5	V	=	
ログ「0」
、10...30	V	
=	ログ「1」

- - - - -

アナログ入力(実
際値入力)

- - - - 0...20	mA、	
4...20	mA、	
0...5	Vまたは	
0...10	V、„8.2.1“
章を参照

0...20	mA、	
4...20	mA、	
0...5	V、	
0...10	Vまたは周
波数：		
測定範囲	
5...2000	Hz	
入力抵抗	>	22	kΩ	
入力信号	>	10	Vss	
波形、方形波信号

日本語
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テクニカルデータ

タイプ 3280、3285

電力データ
標準 ポジションコントローラ プロセスコントローラ

開閉 制御バルブ アナログ デジタル(フィー
ルドバス)

アナログ デジタル 
(フィールドバス)

アナログ入力の
入力インピーダ
ンス

- 60	Ω	
(4...20	mA/	
分解能		
40	µA	
の場合)	
22	kΩ	
(0...10	V/	
分解能		
20	m	
Vの場合)

60	Ω	
(0...20	mAと
4...20	mA/	
分解能		
40	µA	
の場合)	
22	kΩ	
(0...5	Vと	
0...10	V/	
分解能		
20	mV	
の場合)

- 60	Ω(0...20	mA
と4...20	mA/	
分解能	40	µAの

場合)	
22	kΩ(0...5	Vと
0...10	V/	

分解能	20	mVの
場合)

-

アナログ出力	
(実際値出力)

- - 0...20	mA、4...
20	mA、0...5	V
、0...10	V(調整
可、„8.3“章を
参照)

- 0...20	mA、4...2
0	mA、0...5	V、0...
10	V(調整可、„8.3“
章を参照)

-

アナログ出力 - - 電圧出力
10	mAの最大
電流	
電流出力
560	Ωの最大
負荷

- 電圧出力10	mA
の最大電流	
電流出力560	Ωの
最大負荷

-

デジタル出力 アクティブ、最大100	mA
電流	
制限、PNP、スイッチング	
電圧	=	Uvers-1	V短絡	
防止

- - - -

リミットスイッチ 非接触終端位置検出 - - - -

位置トランスデ
ューサ

- 非接触、高分解能による耐磨耗性
位置測定システム

非接触、高分解能による耐磨耗性位置
測定システム

パラメータ化イ
ンターフェース

- büSまたは
CANopen2)

- büSまたは
CANopen2)

-

通信インターフ
ェース

- - CANopen/büS - CANopen/büS

デューティサイ
クル

EN	60034-1準拠：S3	50	%
、使用条件による。	
ディレーティング曲線に
注意。„6.6.1“章を参照

EN	60034-1準拠：S3	50	%、使用
条件による。	
ディレーティング曲線に注
意。„6.6.1“章を参照

EN	60034-1準拠：S3	50	%、使用条件
による。	
ディレーティング曲線に注
意。„6.6.1“章を参照

2)	 	アナログバージョンの場合：3.3Vの信号電圧の安全な通信はケーブルの長さと伝送速度の増加を減少させます。

日本語
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テクニカルデータ

タイプ 3280、3285

6.6.1 ディレーティング
バルブの最大デューティサイクルは、ステップモーターの最大周囲温度やコイル電流に左右されます。

デューティサイクルは、装置のデューティサイクルではなく、モーターのデューティサイクルを意味します。
これは、バルブを動かす場合にのみオンになります。基準値が頻繁に変化すると、モーターのデューティ・
サイクルが大幅に増加します。

ディレーティング曲線から、最大周囲温度が許容範囲内である最大デューティサイクルを読み取ることができます。
高い媒体温度では、低いデューティサイクルを選択する必要があります。省エネ機能をオンにすると、より高いデュ
ーティサイクルを選択することができます。

5 10

10

15 20

20
30
40
50
60
70
80
90
100

25 30 35 40 45 50 55 60 65
最大周囲温度[°C]

デ
ュ

ー
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
[%

]

通常モード
省エネ機能

タイプ 3280 
シート ø 1...6 <6 bar標準

5 10

10

15 20

20
30
40
50
60
70
80
90
100

25 30 35 40 45 50 55 60 65
最大周囲温度[°C]

デ
ュ

ー
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
[%

]

通常モード
省エネ機能

タイプ 3285 
シート ø 8...25 標準

挿図	6:	 標準装置のディレーティング曲線
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テクニカルデータ

タイプ 3280、3285

5 10

10

15 20

20
30
40
50
60
70
80
90
100

25 30 35 40 45 50 55 60 65
最大周囲温度[°C]

デ
ュ

ー
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
[%

]

通常モード
省エネ機能

タイプ 3280 
シートø 1...6 ポジションコントローラとプロセスコントローラ 
シートø 8と10 標準 
シートø 1...6 >6 bar、標準

5 10

10

15 20

20
30
40
50
60
70
80
90
100

25 30 35 40 45 50 55 60 65
最大周囲温度[°C]

デ
ュ

ー
テ

ィ
サ

イ
ク

ル
[%

]

通常モード
省エネ機能

タイプ 3285 
シートø 8...25 ポジションコントローラとプロセスコントローラ 
タイプ 3280  
シートø 8...10  ポジションコントローラとプロセスコント

ローラ(50 °C以内のみ)

挿図	7:	 標準バージョン、ポジションコントローラバージョンおよびプロセスコントローラバージョンのディレーティング
曲線

6.7 流体データ

タイプ シート直径 KVs値 [m³/h] 3) 可燃性ガスでの最大圧力 
[bar]

最大圧力  
[bar]

3280

1 0.03 3

銘板の記載を参照

1.5 0.065 3
2 0.15 3
3 0.3 3
4 0.5 3
5 0.7 3
6 0.9 3
8 1.5 3
10 1.9 3

3285

8 1.8 3
10 2.5 3
12 3.9 3
15 5.4 3
20 8.1 3
25 9.6 3

3)	 	KVs値は、1barの圧力差で測定される水の流量値です(+	20℃でバルブ全開)。

日本語
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設置

タイプ 3280、3285

7 設置

危険！

システムや装置の高圧による怪我の危険。

	▶ システムや装置で作業する前に、圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

感電による怪我の危険。

	▶ システムや装置での作業前に電流のスイッチを一度切り、スイッチを入れる前に電圧を確認します。

	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します。

警告！

不適切な取付けによる怪我の危険。

	▶ 設置は有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことができます。

	▶ 意図しない作動からシステムを保護します。

	▶ 設置後に再起動を制御してください。

7.1 流体的取付け
設置位置：任意、駆動部はなるべく上、	垂直の設置位置	では駆動部カバーを上向き。

	→配管とフランジの接続を清掃してください。

	→バルブ入口の前に粒子フィルターを取り付けます(≤	0.3	mm)。

注記！	
破損の危険性に注意。

•	 プラスチック製の駆動部ハウジングをレバーアームとして使用しないでください。	

	→適切なツール(オープンエンドレンチ)で装置を押さえ、配管にねじ込みます。

	→流れ方向に注意してください。ハウジング上の矢印は流れの方向を示します。	
タイプ	3280：シート下の流入は、媒体の流れに対して常に閉じています。	
タイプ	3285：シート上の流入は、媒体の流れに対して常に閉じています。

挿図	8:	 タイプ	3280の流れ方向、	
シート下の流入

挿図	9:	 タイプ	3285の流れ方向、	
シート上の流入

日本語
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設置

タイプ 3280、3285

7.1.1 カートリッジハウジングの設置スペース
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挿図	10:	 カートリッジハウジングの設置スペース

7.1.2 カートリッジハウジング付きモーターバルブの取付け

カートリッジハウジング

挿図	11:	 カートリッジハウジング付きモーターバルブ
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設置

タイプ 3280、3285

	→バルブのOリングが汚れてないことを確認してください。

	→配管とフランジの接続を清掃してください。

	→バルブ入口の前に粒子フィルターを取り付けます(≤	0.3	mm)。

必要に応じて、取付け時にOリングに適切な潤滑剤(例えば、水)を使用してください。

	→バルブを取り付け(„Bild	10“を参照)、合わせます。取り付けた状態では、回すことはできません。

	→バルブは、2本の円筒ピンまたはØ	5	mmで最小長さ30	mmのピンなどの適切な固定材で固定します。

カートリッジハウジング付きモー
ターバルブ

ブロック

挿図	12:	 設置されたカートリッジハウジング付きモーターバルブ
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設置

タイプ 3280、3285

7.2 電気的取付け

装置のすべての電気入力と出力は電源電圧から電気的に絶縁されていません。

危険！

感電による怪我の危険。

	▶ システムや装置での作業前に電流のスイッチを一度切り、スイッチを入れる前に電圧を確認します。

	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します。

注記！	
誤った電源電圧によるモーターバルブの損傷。

•	 電源電圧は、定格電圧に記載されている電圧に対応している必要があります。

•	 アース接続が接続されていない場合、EMC法の条件は満たされません。	

	→表に従ってモーターバルブを接続してください。	
動作電圧を印加した後、モーターバルブは動作可能状態になります。

プラグ	
M12、5ピン

円形コネクタ	
M12、8ピン

3

1

2

4

5

1

2
3

4

5

6

7

8

挿図	13:	 円形コネクタの名称、アナログバージョン

プラグ	
M12、5ピン

円形コネクタ	
M12、5ピン

3

1

2

4

5

3

1

2

4

5

挿図	14:	 円形コネクタの名称、デジタルバージョン
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設置

タイプ 3280、3285

7.2.1 開閉のピン割り当て

ピン 線色5) 割り当て 外部配線
1 白 電源	+ 24	V	DC	±10	%、最大残留リップル	10	%
2 茶 GND電源 24	V	DC	GND
3 緑 割り当て不要！ 接続リード線の電気的絶縁
4 黄 割り当て不要！ 接続リード線の電気的絶縁
5 グレー 割り当て不要！ 接続リード線の電気的絶縁
6 ピンク デジタル入力	+ 0...5	V	(log.	0)、10...30	V	(log.	1)、電気的分離なし
7 青 デジタル出力 0...5	V	(log.	0)、10...30	V	(log.	1)、電気的分離なし
8 赤 GND信号 GND信号

ハウジング4) シールド -

7.2.2 制御バルブのピン割り当て

ピン 線色5) 割り当て 外部配線
1 白 電源	+ 24	V	DC	±10	%、最大残留リップル	10	%
2 茶 GND電源 24	V	DC	GND
3 緑 割り当て不要！ 接続リード線の電気的絶縁
4 黄 割り当て不要！ 接続リード線の電気的絶縁
5 グレー 割り当て不要！ 接続リード線の電気的絶縁
6 ピンク 規定値入力	+ 4...20	mA/0...10	V、電気的分離なし	

PWM信号(800	Hz)
7 青 デジタル出力 0...5	V	(log.	0)、10...30	V	(log.	1)、電気的分離なし
8 赤 GND信号 GND信号

ハウジング4) シールド -

日本語
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設置

タイプ 3280、3285

7.2.3 ポジションコントローラとプロセスコントローラのピン割り当て

アナログバージョン： デジタルバージョン：

ピン 線色5) 割り当て 外部配線
1 白 電源	+ 24	V	DC	

±10	%、最大
残留リップル	
10	%

2 茶 GND電源 24	V	DC	GND
3 緑 CAN	low CAN	low6)

4 黄 CAN	high CAN	high6)

5 グレー CAN	GND CAN	GND6)

6 ピンク 規定値入
力	+

0...20	mA/4...2
0	mA/0...5	V/0
...10	V、電気的
分離なし

7 青 実際値出力 0....20	mA/4...2
0	mA/0...5	V/0
...10	V、電気的
分離なし

8 赤 GND信号 GND信号
ハウジング4) シールド -

ピン 線色8) 割り当て 外部配線
1 シールド
2 赤 電源	+ 24	V	DC	±10	%、	

最大残留リップル	
10	%

3 黒 GND GND
4 白 CAN	high CAN	high
5 青 CAN	low CAN	low
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7.2.4 プロセスコントローラのピン割り当て(プロセス実際値入力)

アナログバージョン： デジタルバージョン：

ピン 線色7) 割り当て 外部配線
1 茶 センサー電

源	+
24	V	DC	
±10	%、最大
残留リップル	
10	%

2 白 センサー	実
測値入力	+

0...20	mA/4...
20	mA/0...5	V
/0...10	V

3 青 GND GND
4 黒 GND GND	(ピン3	

GNDへのブリ
ッジ)

5 グレー 不使用 不使用
ハウジン
グ4)

シールド -

ピン 線色7) 割り当て 外部配線
1 茶 センサー電

源	+
24	V	DC	
±10	%、最大
残留リップル	
10	%

2 白 センサー	実
測値入力	+

0...20	mA/4...
20	mA/0...5	V
/0...10	V/周波
数(クロック	+)

3 青 GND GND
4 黒 GND GND	(ピン3	

GNDへのブリ
ッジ)

5 グレー 不使用 不使用
ハウジン
グ4)

シールド -

4)	 	M12円形コネクタのスレッド付きスリーブはハウジングに接続されています。ハウジングを適切なアース接続部に接続しま
す。電磁適合性(EMV)を確保するためには、ケーブルができるだけ短く、断面ができるだけ大きいことを確認してください。

5)	 	指定された線色は、アクセサリとして使用できる注文番号919	061の接続ケーブルを指します。
6)	 	3.3Vの信号電圧の安全な通信はケーブルの長さと伝送速度の増加を減少させます。
7)	 	指定された線色は、アクセサリとして使用できる注文番号559	177の接続ケーブルを指します。
8)	 指定された線色は、アクセサリとして使用可能なbüSケーブルです

7.3 DIPスイッチの設定(アナログバージョンでのみ)

危険！

感電による怪我の危険。

	▶ 駆動部カバーを開く前に電源を切り、再度オンにする前に電源を確認してください。

	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します。

工場出荷時の設定はほとんどの使用に最適ですが、設定はDIPスイッチで調整することができます。注文コードに
よっては、DIPスイッチを工場出荷時の「ON」または「OFF」の位置に設定することができます。

駆動部カバーを開くと、DIPスイッチが回路基板上でアクセス可能になります。
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7.3.1 タイプ 3280とタイプ 3285のDIPスイッチ設定

タイプ 3280の駆動部カバーオープン

駆動部カバー

駆動部ハウジング

ハウジングネジ

制御電子回路装着接続プレート

挿図	15:	 駆動部カバーのオープン、タイプ	3280

タイプ 3285の駆動部カバーオープン

駆動部カバー

駆動部ハウジング

ハウジング

ネジ

制御電子回路装着接続プレート

挿図	16:	 駆動部カバーのオープン、タイプ	3285

	→装置の電気接続を分離します。

	→適切なツールを使用して、タイプ	3280の駆動部カバーの下面またはタイプ	3285の駆動部カバーの上面にあ
る4本のネジを慎重に外します。ネジは、抜け落ちないように強固に固定されているので、ネジを完全に緩める
必要はありません。

注記！	
接続プレートは差し込まれているだけなので、駆動部カバーを取り外すときに落下する可能性があります。カバ
ーを取り外す際は、接続プレートをコネクタに固定して駆動部ハウジング上に残し、カバーと共に取り外さない
ようにします。

	→駆動部カバーと制御電子回路装着の接続プレートを落とさないように保護し、駆動部カバーを取り外します。
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タイプ 3280のDIPスイッチ設定

DIPスイッチ

制御電子回路

挿図	17:	 DIPスイッチの位置、タイプ	3280

タイプ 3285のDIPスイッチ設定

DIPスイッチ

制御電子回路

挿図	18:	 DIPスイッチの位置、タイプ	3285

	→ DIPスイッチを「ON」または「OFF」に設定します。これを行うには、適切なツールを使用して各DIPスイッチを慎
重に操作します。

ON 1 2 3 4

挿図	19:	 DIPスイッチ
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機能説明

DIP 
スイッ 

チ

位 
置

開閉時の機能 制御バルブの 
機能

PWMバージョン 
標準装置 

の機能

ポジションコントロー
ラと 

プロセスコントローラ
の機能(アナログバー

ジョンのみ)

1

OFF 基準値の通
常有効方向	
10...30	V	=	バル
ブ開

基準値の通常有効方
向(基準値	4...20	mA、
位置	0...100	%に対応)
、上昇

基準値の通常有効方向
(PWMデューティサイクル	
0...100	%、位置	0...100	%
に対応)、上昇

機能なし

ON 基準値の逆有
効方向	10...30	V	
=	バルブ閉

基準値の逆有効方向
(基準値	20...4	mA、位
置	0...100	%に対応)、
下降

基準値の逆有効方向
(PWMデューティサイクル	
100...0	%、位置	0...100	%
に対応)、下降

機能なし

2

OFF 機能なし 基準値入力	4...20	mA 機能なし 機能なし

ON 機能なし 基準値入力	0...10	V 機能なし 機能なし

3

OFF バルブ調整速
度、通常

バルブ調整速度、通常 バルブ調整速度、通常	 büS

ON バルブ調整速
度、遅

バルブ調整速度、遅	 バルブ調整速度、遅	 CANopen

4

OFF 省エネ機能オフ 省エネ機能オフ	 省エネ機能オフ	 機能なし

ON 省エネ機能オ
ン、低出力、バル
ブの低熱現象

省エネ機能オン、低出
力、バルブの低熱現象

省エネ機能オン、低出力、
バルブの低熱現象

機能なし

装置がPWMバージョンであるかどうかは、銘板に記載されています。

機能の変更は、電源電圧が再び印加された場合にのみ有効になります。		
機能の詳細については、„8	Inbetriebnahme“の章を参照してください。
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駆動部カバーのクローズ

注記！	
汚れや水分の浸入による破損や故障！

•	 IP定格を確保するために、駆動部ハウジングが正しく取り付けられていることを確認してください。	

 ケーブルの接続に緩みがないようにしてください！

ケーブル位置

挿図	20:	 ケーブルの正しい位置

	→慎重に駆動部カバーを置きます。

	→タイプ	3280の駆動部ハウジングの下面またはタイプ	3285の駆動部カバーの上面にある穴に手で4本のネジ
を差し込み、最初のネジ山分だけ回します。

	→ネジを締め付けます(締め付けトルク：2	Nm)。
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7.4 SIMカード – データの保存(デジタルバージョンでのみ)
装置固有の値とユーザー設定は、オプションで利用可能なSIMカードに保存して別の装置に転送することができ
ます。

新たに挿入されたSIMカードは、装置の再起動時に既存のデータがチェックされます。これに応じて、データが引き
継がれるか、または上書きされます：

•	 SIMカードにデータは含まれていません。	
既存の装置固有の値とユーザー設定は、SIMカードに保存されます。

•	 SIMカードには、装置と互換性のあるデータが含まれています。	
SIMカードのデータは、装置によって引き継がれます。既存の装置固有の値とユーザー設定は上書きされます。

•	 SIMカードには、装置と互換性のないデータが含まれています。	
装置は、独自の装置固有の値とユーザー設定でSIMカードのデータを上書きします。

注記！	
市販のSIMカードを使用しないでください。	
挿入されたSIMカードは特別な産業用バージョンで、特に耐久性と耐温性があります。

SIMカードは、Bürkert販売店でのみ入手してください。

SIMカードの挿入：

	→装置を開けます(„7.3“章を参照)。

	→ SIMカードを慎重に装置に挿入します。

	→バネ接点の反力で留まらず、止まるまで挿入します。「Bürkert」の文字が基板の反対側で面取り側が上です。

	→装置を閉じます(„7.3“章を参照)。

	→装置を再起動します。	
新しいデータが送信されます。

SIMカード

挿図	21:	 SIMカードの挿入
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7.5 LEDディスプレイ
ポジションコントローラとプロセスコントローラバージョンの場合、Bürkertコミュニケーターのソフトウェアによ
り、標準のLEDカラーとNAMUR	NE	107に基づいたLEDカラーの切り替えができます。

7.5.1 デフォルトの表示エレメント

LEDカラー 状態 表示
白 常に点灯 通常モード
黄 常に点灯 バルブ全開

点滅	
バルブ位置の色で色が変
化

仕様外：装置の環境条件またはプロセス条件が指定範
囲外です。装置内診断は、装置またはプロセスプロパテ
ィの問題を示します。

緑 常に点灯 バルブ閉
赤 点滅	

バルブ位置の色で色が変
化

エラー	
„9.3	Störungen“	auf	Seite	44の章を参照

白、緑または赤 フラッシュ büSネットワーク内の装置識別用。Burkertコミュニケー
ターのソフトウェアで装置が選択されると「点滅」状態に
なります

オレンジ 点滅	
バルブ位置の色で色が変
化

機能制御：装置が作動しているため、通常の操作は一時
的に不可能です

色なしまたはLED消灯 - バルブに電圧供給なし

7.5.2 NAMUR NE 107の表示エレメント

LED 
カラー

カラー 
コード

状態 説明 意味

緑 1 常に点灯 診断がアクティブ 装置にエラーが発生していません。ステータスの変更は色
で表示されます。

メッセージは、おそらく接続されたフィールドバスを介し
て送信されます。

赤 5 常に点灯 故障、エラー、ま
たは誤動作

装置またはその周辺機器の誤作動により、通常操作は不
可能です

緑または
赤

1また
は5

フラッシュ büSネットワーク内の装置識別用。Burkertコミュニケータ
ーのソフトウェアで装置が選択されると「点滅」状態にな
ります

オレンジ 4 常に点灯 機能制御 装置が作動しているため、通常の操作は一時的に不可能
です

黄 3 常に点灯 仕様外 装置の環境条件またはプロセス条件が指定範囲外です。	

装置内診断は、装置またはプロセスプロパティの問題を
示します

色なしま
たはLED
消灯

- - - バルブに電圧供給なし
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8 コミッショニング

警告！

不適切な操作による怪我の危険。

不適切な操作は、怪我、装置およびその周辺に損傷を与える可能性があります。

	▶ 作業員は取扱説明書の内容を把握し、理解している必要があります。

	▶ 安全注意事項と適正使用を遵守する必要があります。

	▶ 十分に訓練された有資格者にのみ装置やシステムを操作することができます。

コミッショニング前に、流体的接続や電気的接続を行います。

タイプ	3280と3285のモーターバルブは、DIPスイッチを介して構成やパラメータ化を可能にする様々な機能を有
しています。

8.1 標準装置の機能
以下の基本機能はDIPスイッチを介して有効化または変更することができます：

機能 説明 

ゼロ点シャットオフ(開閉
時以外)

バルブにはゼロ点シャットオフがあり、入力信号が入力信号の1	%の閾値を下回っ
ている場合にバルブを閉めます。バルブはこの閾値以下の値で閉じます。

電流供給の遮断 電源が遮断されると、バルブはそれぞれの位置に留まります。再度電圧が印加され
ると、制御電子回路が自動的に現在のバルブ位置を認識します。

デジタル出力 バルブ位置の達成は、デジタル出力(PLCへの報告等)を介して閉じることができます。	

10...30	V	=	log	「1」	=	バルブ閉
アナログ入力(基準値入
力)	(開閉時以外)

0...10	Vまたは4...20	mAは標準信号として調整可能(„7.3“章を参照)。基準値入力
4...20	mAでは、入力信号が4	mAを下回ると、バルブは現在の位置で停止し、赤LED
が点滅します(信号エラー検出)。

デジタル入力(基準値入
力)	(開閉時のみ)

デジタル入力はNC接点として機能します。電圧	10...30	Vが印加されるとバルブが開
きます。

0...5	V	=	ログ「0」、10...30	V	=	ログ「1」	
対応して反転入力が逆になります！

有効方向 基準値の通常の有効方向は上昇または下降が調整可能です(„7.3“を参照)。上昇に
設定されたバルブは、最大基準値時にバルブが全開します。

バルブ調整速度 2つのバルブ調整速度が設定できます(„7.3“を参照)。通常のバルブ速度では、電動
モーターバルブは(0～100	%)2.5秒(タイプ	3280)、4秒(タイプ	3285)でバルブ閉位
置からバルブ開位置に移動します。遅いバルブ速度では、電動モーターバルブは	
(0～100	%)5秒(タイプ	3280)、10秒(タイプ	3285)でゆっくり移動します。

省エネ機能 モーターバルブには調整可能な省エネ機能があります(„7.3“章を参照)。省エネ機能
をオンにすると、モーターには低電流が供給されます。したがって、モーターはより
小さなトルクを提供し、それによって最大許容媒体圧力がより小さくなります。省エ
ネ機能は、オン・オフ出力の差圧が非常に低い場合にのみ使用できます(最大媒体
圧力3	bar、最大差圧1	bar)。
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8.2 ポジションコントローラとプロセスコントローラの機能
タイプ	3280と3285のモーターバルブは、DIPスイッチとコミュニケーターのソフトウェアを介して変更できる様々
な機能を有しています。		
ポジションコントローラとプロセスコントローラの機能：

機能 説明 

ゼロ点シャットオフ バルブにはゼロ点シャットオフがあり、入力信号が設定した入力信号の閾値を下回
っている場合にバルブを閉めます。バルブはこの閾値以下の値で閉じます。章を参
照	„8.3.1“

電流供給の遮断 電源が遮断されると、バルブはそれぞれの位置に留まります。再度電圧が印加され
ると、制御電子回路が自動的に現在のバルブ位置を認識します

動作特性を適合させる補
正ライン

流量または動作特性を修正するために、この追加機能を使用して基準値(基準位
置、CMD)およびバルブストローク(POS)に関する伝達特性を選択します。章を参照	
„8.3.1“

不感帯範囲 ポジションコントローラは、定義される制御差からのみ応答します。章を参照	„8.3.1“
有効方向 基準値の有効方向の反転。章を参照	„8.3.1“
安全位置 基準値入力	<	4	mAでの安全位置の定義。章を参照	„8.3.1“
バルブ調整速度 開閉時間の入力。章を参照	„8.3.1“
機械式バルブ調整範囲
の制限

物理的な調整範囲は定義された範囲に制限されています

シミュレーション 装置機能をテストするための基準値のシミュレーション。章の説明を参照	„8.3.1“
アナログ入力(実際値入力)	
(アナログバージョンで
のみ)

4...20	mA;	0...20	mA;	0...5	V;	0...10	Vは標準信号として調整可能。章を参照	„8.3.1“

アナログ出力(実際値出力)	
(アナログバージョンで
のみ)

4...20	mA;	0...20	mA;	0...5	V;	0...10	Vは標準信号として調整可能。章を参照	„8.3.1“

ユーザーキャリブレーシ
ョン

工場側設定の信号入力キャリブレーションの変更。章を参照	„8.3.1“

省エネ機能 モーターバルブには調整可能な省エネ機能があります。省エネ機能をオンにする
と、モーターには低電流が供給されます。したがって、モーターはより小さなトルクを
提供し、それによって最大許容媒体圧力がより小さくなります。省エネ機能は、オン・
オフ出力の差圧が非常に低い場合にのみ使用できます(最大媒体圧力3	bar、最大
差圧1	bar)。章を参照	„8.3.1“

パラメータ化インターフ
ェース

パラメータ化インタフェースとしてBüSまたはCANopenを選択できます。章を参照	
„7.3“

通信インターフェース デジタルバージョンでは、büS/CANopenを介した装置と通信することができます	
(基準値/実際値等)

プロセスコントローラ専用機能：
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機能 説明 

プロセスパラメータの物
理的スケーリング

プロセスの実際値とプロセスの基準値をスケーリングする機能。章を参照	„8.3.2“

プロセスコントローラの
最適化

プロセスコントローラのパラメータを最適化する機能。章を参照	„8.3.2“

プロセス特性の線形化 プロセス特性の線形化のための機能。章を参照	„8.3.2“
PIDプロセスコントローラ
のパラメータ化

幅率(P成分)、リセット時間(I成分)、微分時間(D成分)、不感帯範囲(デッドバンド)、プ
ロセス実測出力のフィルタリングの設定。章を参照	„8.3.2“

プロセス値のシミュレー
ション

装置機能をテストするための実際値のシミュレーション。章を参照	„8.3.2“

アナログ入力(実際値入力) 4...20	mA;	0...20	mA;	0...5	V;	0...10	Vは標準信号として調整可能。„8.3.2“章を参照	
デジタルバージョンでは、実際値入力や標準信号に加えて周波数信号も処理するこ
とができます
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8.3 設定
Bürkertコミュニケーターのソフトウェアは、タイプ	3280と3285との通信を可能にします。

Bürkertコミュニケーターの取扱説明書はwww.buerkert.deでご覧になれます。

8.3.1 ポジションコントローラとプロセスコントローラバージョンの設定

INPUT/OUTPUT	
選択された標準信号

このメニュー項目に基準値または実際値に使用する信号を入力してください。

	 	 –	電流	4...20	mA	(デジタルバージョン、実際値のみ)	
	 	 –	電流	0...20	mA	(デジタルバージョン、実際値のみ)	
	 	 –	電圧	0...10	V	(デジタルバージョン、実際値のみ)	
	 	 –	電圧	0...5	V	(デジタルバージョン、実際値のみ)	
	 	 –	CANopen/büS	(デジタルバージョンのみ)	
	 	 –	周波数	(デジタルバージョンのみ)

SIGNAL.SIM 
基準値のシミュレーション

この機能で基準値をシミュレーションすることができます。接待した基準値ソースは装置のシミュレーション中は
無視されます。次の波形は入力することができます：

Sinus 正弦波

Square 	 方形波

Triangle 三角波

Fixed 固定基準値の手動入力

選択した波形のために次のパラメータを設定することができます：

メニュー項目 パラメータ設定 正弦波信号の概略図

Offset (ゼロ点オフセット	%)
70	%

50	%
オフセット(%)

t

Amplitude (振幅	%)
70	%

50	% 振幅(%)

t

Periode (周期	s)
70	%

50	%

周期(s)

t
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X.CONTROL 
ポジションコントローラのパラメータ化、ポジションコントローラの不感帯範囲(デッドバンド)

スケーリングされたストローク/回転角度範囲に対するデッドバンドの入力（	%）。この機能により、コントローラが
特定の制御差の後に応答するように設定されます。

X.TIME 
調整速度の制限

調整速度を制限する場合は、より小さな調整速度を入力することができます。Bürkertコミュニケーターで以下の
設定を行うことができます：

モード 最大調整速度[秒]
遅	1 2.8
遅	2 3.2
通常 2.5
速 2.2

DIR.CMD 
ポジションコントローラ基準値の有効方向(Direction)や動作

この追加機能を使用して、入力信号(INP)と駆動の基準位置(CMD)の間の動作を設定します。

基準位置(CMD)

下降

上昇

標準信号0	mA、4	mA、	
0	V

20	mA、	
5	V、10	V

100	%

0	%

バルブ開

バルブ閉

挿図	22:	 有効方向の図

F.LIMIT 
省エネ機能

モーターバルブには調整可能な省エネ機能があります。省エネ機能をオンにすると、モーターには低電流が供給さ
れます。モーターはより小さなトルクを提供し、それによって最大許容媒体圧力がより小さくなります。省エネ機能は、
オン・オフ出力の差圧が非常に低い場合にのみ使用できます(最大媒体圧力3	bar、最大差圧1	bar)。

büS/CANopenでのSAFEPOS 
安全位置の入力

通信に失敗した場合の駆動の動作を入力することができます。駆動を任意の位置に移動することや現在の位置に
留めることも可能です。
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SAFEPOS：エネルギー蓄積モジュール(容量性バッファモジュールID 773 440)を使用する場合 
安全位置の入力

停電時にバルブの安全位置に近づくことができるようにするには、容量性バッファモジュールを介してバルブに電
圧を供給する必要があります。停電が発生した場合、バッファモジュールは18	V	DCの出力電圧を数秒間提供しま
す。低減された入力電圧は、バルブによって検出され、それに応じて安全位置に近づきます。駆動を任意の位置に
移動することや現在の位置に留めることも可能です。		このSafepos機能は、最も高い優先度を有しています。

SAFEPOS： < 4 mA 標準信号の場合 
安全位置の入力

基準値入力4...20	mAでは、入力信号が4	mA(信号エラー検出)を下回る場合に駆動の動作を入力することができ
ます。駆動をそれぞれの終了位置に移動することや現在の位置に留めることも可能です。

X.LIMIT	
機械式バルブ調整範囲の制限

この機能は、(物理的な)調整範囲を指定された	%値(上下)に制限します。制限調整範囲のバルブ調整範囲は100	
%に設定されています。駆動中に制限されたバルブ範囲が残っていると、マイナスの実際位置または100	%を超え
る実際位置が表示されます。

工場出荷時の設定：調整範囲の下限	=	0	%、調整範囲の上限	=	100	%

調整範囲：	
調整範囲の下限：	 	 全調整範囲の0...20	%	
調整範囲の上限:		 	 全調整範囲の80...100	%

制限された
調整範囲

無制限の調整
範囲

物理的な調整
範囲	
(%)		

制限された調
整範囲(%)		

基準値	[mA](INPUT)

挿図	23:	 .LIMITの図

CUTOFF 
ポジションコントローラ/プロセスコントローラの密閉機能

この機能により、バルブは制御範囲外で密閉します。駆動が完全に閉じられる位置基準値(CMD)またはプロセス
基準値の限界値を入力します。

CHARACT 
入力信号(位置基準値)とストローク(補正特性)間の伝達特性の選択

流量または動作特性を修正するために、この追加機能を使用して基準値(基準位置、CMD)およびバルブ位置
(POS)に関する伝達特性を選択します。

流量特性	kv	=	f(s)は、kv値で表されるバルブの流量を示し、経路/角度sに左右されます。これは、バルブシートおよ
びシートシールの形状によって決定されます。一般的に、線形と等しい割合の2つのタイプの流量特性が実現され
ます。線形特性の場合、同じストローク変化	ds	同じ	kv値の変化	dkv	が割り当てられます(dkv=nlin*ds)。
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等しいパーセント特性では、バルブ位置	ds	の変化は、kv値の等しいパーセンテージ変化に対応します	
(dkv/kv=n等しいパーセント*ds)。	動作特性	Q	=	f(s)は、システムに設置されたバルブを通る体積流量Qと通路/角度sとの
間の関係を再び示します。	

制御の調整タスクでは、動作特性の過程で特別な要求があります(線形性等)。このため、動作特性の経過を適切に
補正する必要が生じることがあります。等しいパーセンテージ特性1:25、1:33、1:50、25:1、33:1および50:1と線形特
性を設定することができます。また、補間点を介して特性曲線を自由にプログラミングすることができます。

位置基準値	[%]	
CMD

標準バルブストローク	[%]	(POS)

挿図	24:	 特性曲線

日本語



41

コミッショニング

タイプ 3280、3285

8.3.2 プロセスコントローラバージョンの設定

PV.SCALE/SP.SCALE 
プロセスコントローラのスケーリング

この機能では、次の設定が定義されています：

•	 プロセス実際値の単位

•	 小数点の位置

•	 下位および上位プロセス実際値の値

•	 下位および上位プロセス基準値の値

4...20	mA入力のスケーリング例	
トランスミッタのプロセス実際値：	 	 4...20	mAは	0...10	l/minに対応	
PLCのプロセス基準値：	 	 	 	 4...20	mAは	0...8	l/minに対応

スケーリング値	
[l/min]

入力	
信号	[mA]

プロセス基準値	

プロセス実際値

4
		0

10

20
PV最小	
SP最小

PV最大

SP最大

	
スケーリング値の入力例

バージョ
ン1

バージョ
ン2

バージョ
ン3

PV最小 0 0 0
PV最大 1.0 10.0 100.0
SP最小 0 0 0
SP最大 0.8 8.0 80.0

挿図	25:	 スケーリングの例

プロセス制御を設定する場合は、次の手順に従います：P.LIN	→	P.TUNE

P.LIN 
プロセス特性の線形化

この機能でプロセス特性を線形化することができます。補正特性の補間点は自動的に決定されます。これを実行
するために、プログラムは20ステップでバルブ操作範囲を移動し、関連するプロセスパラメータを測定します。		
補正特性および関連する値のペアは、メニュー項目	CHARACT	→	FREE	に登録されます。そこでそれらを見て自由
にプログラミングすることができます。	

P.TUNE 
プロセスコントローラの自己最適化

良好な制御挙動を達成するためには、コントローラの構造およびパラメータ化をプロセスの特性(制御路)に適合
させる必要があります。この機能により、プロセスコントローラに統合されたPIDコントローラをパラメータ化する
ことができます。PIDコントローラのP、I、D成分のパラメータが自動的に決定され、対応する(KP、TN、TV)のメニュ
ーに転送されます。そこでそれらを見て変更することができます。

P.CONTROL 
プロセスコントローラのパラメータ化

•	 不感帯範囲(デッドバンド)。		
この機能により、プロセスコントローラが特定の制御差の後に応答するように設定されます。

•	 プロセスコントローラの増幅率。		
増幅率はPIDコントローラのP成分を決定します。
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•	 プロセスコントローラのリセット時間。		
リセット時間はPIDコントローラのI成分を決定します。

•	 プロセスコントローラの微分時間。	
微分時間はPIDコントローラのD成分を決定します。

•	 プロセス実際値入力のフィルタリング。		
入力信号のフィルターはローパス動作が可能で、いくつかの段階で設定することができます。

フィルター効果の設定

設定 カットオフ周波数(Hz)に対応 効果
0 10 最低フィルター効果
1 5
2 2
3 1
4 0.5
5 0.2
6 0.1
7 0.07
8 0.05
9 0.03 最大フィルター効果

P.SIM 
プロセスのシミュレーション

この機能でプロセスをシミュレーションすることができます。次のパラメータを設定することができます：

SIM.Gain   増幅率の設定

SIM.Delay 		 	 時定数を秒単位で設定

シミュレートされたプロセスの例：

63	%

1

SIM.Gain	
	(増幅率	[Kp])

t

SIM.Delay			(時定数	[T]	s単位) シミュレートされたプロ
セスの出力

シミュレートされたプロ
セスの入力

y

u

5

挿図	26:	 シミュレートされたプロセスの例。PT1	ンクの動作
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8.3.3 その他の設定

CAL INP 
位置基準値のキャリブレーション(4...20 mA; 0...20 mA; 0...5 V; 0...10 V)

追加機能により、基準入力を新たにキャリブレーションすることができます。最小入力信号の適用	
(0	mA;	4	mA;	0	V)：標準信号の最小値を入力に適用し、これをソフトウェアで確認します。最大入力信号の適用	
(20	mA;	5	V;	10	V)：標準信号の最大値を入力に適用し、これをソフトウェアで確認します。

位置実際値のキャリブレーション	(4...20 mA; 0...20 mA; 0...5 V; 0...10 V)

追加機能により、実際入力を新たにキャリブレーションすることができます。最小入力信号の適用	
(0	mA;	4	mA;	0	V)：標準信号の最小値を入力に適用し、これをソフトウェアで確認します。最大入力信号の適用	
(20	mA;	5	V;	10	V)：標準信号の最大値を入力に適用し、これをソフトウェアで確認します。

FACTORY RESET 
工場出荷時設定にリセット

この機能を使用すると、ユーザーが行ったすべての設定を出荷時の状態にリセットできます。キャリブレーション
値を除くすべてのパラメータはデフォルト値にリセットされます。その後、ハードウェアのリセットが行われます。

診断

この追加機能を使用してエラーを読み取ることができます。

LEDディスプレイの切り替え 
標準とNAMUR NE 107間のLEDカラーの切り替え

この機能により、標準とNAMUR	NE	107に基づいた装置状態の表示色の切り替えができます。
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9 メンテナンス、トラブルシューティング

危険！

システムや装置の高圧による怪我の危険。

	▶ システムや装置で作業する前に、圧力を抜いてラインのエア抜きを行ってください。

感電による怪我の危険。

	▶ システムや装置での作業前に電流のスイッチを一度切り、スイッチを入れる前に電圧を確認します。

	▶ 現行の電機機器に関する事故防止・安全規則に留意します。

警告！

不適切なメンテナンス作業による怪我の危険。

	▶ メンテナンスは有資格者が適切なツールを使用してのみ行うことができます。

	▶ 意図しない作動からシステムを保護します。

	▶ メンテナンス後に再起動を制御してください。

9.1 メンテナンス作業
モーターバルブタイプ	3280および3285は、通常条件における作業ではメンテナンスフリーです。

9.2 クリーニング
タイプ	3280と3285は一般的な洗浄剤でクリーニングしてください。アルカリクリーナーは、使用する材料に悪影
響を及ぼすため、使用しないでください。

9.3 障害
障害がある場合は以下を点検します：

•	 ライン接続

•	 動作圧力(許容範囲内であるか否か)

•	 電源と入力信号。
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問題 考えられる原因 対処

LEDが点灯し
ない

給電なし 電気的接続を確認してください

LEDが点滅する	
散発的に白色

電源が定期的に切断される。装置ソフトウェ
アが毎回起動する

十分な電力のある電源を使用してください

ケーブルの接続不良を確認してください

LEDが赤点滅/
LEDが赤点灯

電源電圧の残留リップルが高すぎる 必要な電力で滑らかな出力電圧を持つ電圧
源を使用してください

エラーを除去してLEDの赤点滅の消した
後、(電源装置から切断された)装置を再始動
してください

温度が高すぎる 最大周囲温度/媒体温度を観察し、必要に応
じてデューティサイクルを下げてください(デ
ィレーティング曲線参照)

標準制御の場合：	
エラーを除去してLEDの赤点滅の消した
後、(電源装置から切断された)装置を再始動
してください

ポジションコントローラとプロセスコントロ
ーラ制御の場合：	
装置の温度が冷却後に設定された閾値を
下回った場合、装置は自動的にエラーを除
去します

標準信号は<	4	mAです;	ケーブル断線 ケーブルの接続不良を確認してください

位置測定システムのエラー 装置のケーブルの接続不良を確認してくだ
さい

büS/CANopenの通信障害 ケーブルの接続不良を確認してください

フローがない 基準値がゼロ点の限界を下回っている 基準値を上げてください

バルブが閉じな
いで開く

基準値の有効方向が正しく設定されていない 基準値の有効方向を変更してください

モーターが異常
にうなる

ギアボックスまたはモーターがブロックされ
ている

トラブルシューティングのために装置をメー
カーに返送してください
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バルブが適切に
開閉しない

省エネ機能が作動;	媒体圧力のモータートル
クが低すぎる

省エネ機能を無効にしてください

バルブが密着さ
れていない

シールとバルブシート間が汚れている 粒子フィルターの取付けと装置のクリーニ
ングのために、装置をメーカーに返送してく
ださい
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10 スペアパーツ

注意！

誤った部品による物的損害および怪我の危険。

不適切なアクセサリやスペアパーツは、怪我、装置およびその周辺に損傷を与える可能性があります。

	▶ Bürkertのオリジナルアクセサリとオリジナルスペアパーツのみ使用してください。

10.1 アクセサリ
Bürkertコミュニケーターのソフトウェアについてはインターネットサイトwww.buerkert.deでご覧になれます

その他のアクセサリについてはインターネットのデータシートを参照してください。
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11 梱包、輸送

注記！	
輸送中での損傷！

不十分に保護された装置は、輸送中に損傷することがあります。

•	 装置を埃や湿気から保護し、耐衝撃性の梱包材を使用して輸送してください。	

•	 許容保管温度外にならないようにください。	

•	 電気的インターフェースに保護キャップを付けて損傷から保護してください。

12 保管

注記！	
誤った保管は装置の損傷の原因となります。

•	 乾燥した埃のない状態で保管してください！

•	 保管温度：-20...+70	°C。					

13 廃棄処分

注記！	
媒体汚染された部品による環境損傷。

•	 環境に配慮した方法で装置と梱包材を廃棄処分してください！

•	 該当する廃棄規則および環境規制を遵守してください。	

各国の廃棄物処理規則を遵守してください。
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